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はじめに
地域がん診療連携拠点病院の指定要件（がん診療連携拠点病院等の整備に関する

指針平成 30年 7月 1日）において、がん相談支援センターに必要な機能として、「医
療関係者と患者会等が共同で運営するサポートグループ活動や患者サロンの定期開催
等の患者活動に対する支援」が求められており、医療従事者が運営する構造化された
サポートグループ、あるいはピア・サポーターが中心となり運営されるピア・サポー
トプログラムなど、すでにさまざまな取り組みが行われています。しかし、それらの
取り組みが、本来の意味でがん患者とその家族に対して、効果的な心理社会的支援と
なっているかの再検討を行い、それが十分でない場合は、それぞれのプログラムの質
を向上させたり、患者と家族の選択肢の幅を広げたりすることが求められます。
そこで、がん患者やその家族を支援するための取り組み、すなわちがんサポート
プログラムはそれぞれの施設で活用できるリソースにより異なるため、自施設に
とって最適なサポートとするためには、どのように運営するのがよいか検討するた
めの参考になるよう、がん診療を行う病院のための「がんサポートプログラム企画
の手引き」を作成しました。
この手引きは、おもにがん診療を行う病院で勤務するがん患者を対象としたサ
ポートプログラムの企画・運営に携わる医療従事者を対象にしています。本手引き
に記載されたがんサポートプログラムの目的とその背景、さらに具体的な方法を事
前に理解し、自施設の人材や地域の関連機関のリソースを活用した計画を立てるこ
とが必要です。
たとえば、この手引きを読むことで、これからがんサポートプログラムを新たに
始めようと考えている病院ではどんな開催の形態があるかを知り、病院のリソース
の実態に合ったプログラムを企画することができます。また、すでに患者サロンな
どのサポートプログラムを開催している病院では、プログラムの質を評価しそれを
修正したり、運営上の問題点がどこにあるかを理解しその対策を検討したり、また
がん患者とその家族に新たな支援の選択肢を提供するための追加のプログラムを企
画したりすることに役立ちます。
それにより、がん患者やその家族が安心して自分らしく暮らせるためのより最適
で効果的なサポートプログラムの運営ができるようになります。
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